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1. はじめに 

近年，転職入職率は長期的には緩やかに上昇

する傾向にあり新卒一括採用,終身雇用といった

従来の慣習が変化しつつある．よって企業の労

働者を育成しようとするインセンティブが低下

する可能性が指摘されている[1].それと関係して，

自己啓発を継続して行っている者が高い処遇を

受けている傾向が指摘されている[1]．つまり，近

年，労働者の自発的なキャリア開発が重要とな

っている． 

 今回，労働政策研究・研修機構が発行する VRT

カード[2]を利用したキャリア開発支援システムを

提案する．システムを使用することによって，

利用者の職業興味，意識を明示化し，自発的な

キャリア開発に貢献する． 

 

2. VRT カードについて 

VRT カードはホランドの理論をもとに設計され

た「職業レディネステスト」を簡易化したもの

であり，カードを並べるカードソート方式を用

いることにより使いやすくなっている[2]． 

ホランドは，職業選択はパーソナリティ表現

の一つであるとし，職業への興味を検査するこ

とはパーソナリティ検査と等しいとした．また，

個人が持つ職業へのステレオタイプは社会学的

に妥当性があり，かつ，同じ職業につく人は似

たパーソナリティを持ち，様々な状況に対して

同じような反応と対人関係を構築するとした．

よって，職業的な満足，安定度，業績は個人の

パーソナリティとその人の働く環境の一致度に

よって決まるとした.そして，職業を６つの領域

に分類し，それらの職業への興味からみたパー

ソナリティに基づくキャリアカウンセリングを

提唱した[3]． 

 VRTカードは54枚のカードに異なる職業，例え

ば，「機械組立工」「古生物学者」が表示され

ている．利用者は，すべてのカードに表示され

た職業に対して，自分自身の興味度または自信

度を表明する．その結果をもとに，利用者の職

業意識を明示化するものである． 

 
 

 

 

例えば，自信度の検査では「自信がある」「ど

ちらといえない」「自信がない」という自信の

尺度に応じて，54 枚のカードを振り分ける．カ

ードに記された職業はその傾向から「R 領域(現

実的領域)」「I 領域(研究的領域)」「A 領域(芸

術的領域)」「S 領域(社会的領域)」「E 領域(企

業的領域)」「C 領域(慣習的領域)」の６つの領

域に分類されている．そして分類したカードか

ら利用者の職業意識の傾向をみるものである[2]．

例えば，S 領域（社会的領域）に対応するカード

の多くが「自信がある」場合，その利用者は S領

域の職業に自信があるとみなす． 

カードを分類するカードソート方式を用いる

ことにより筆記方式と比較して，実施者と受検

者の間でのコミュニケーションを図るツールと

しての使い方も期待できるとされている[4]．また

VRT カードによる検査結果は定量的なものである

が，そのデータ分析は利用者の経験知識に委ね

られる傾向がある．よって，キャリア開発の知

識を埋め込んだデータ分析支援システムが期待

される． 

 

3. キャリア開発支援システムの設計 

 VRT カードを電子化したキャリア開発支援シス

テムの設計について述べる． 

3.1 電子化によるメリット 

VRT カードを電子化するメリットとして，(1)

検査を効率化できる，(2)カード利用作業を記録

できる，(3)検査結果を用いた利用者の気付きを

支援できる，の３点を支援する． 

(1)検査の効率化としてはカードを並べ直す，カ

ウントし記録するといった手間が省略でき，

検査にかかる時間を短縮できる． 

(2)カード利用作業の記録についてはカードを選

ぶまでの時間を自動で記録することができ，

「なぜこの職業で迷いが生じたか」という質

問を促し，分析の材料とできる． 

(3)検査結果からの気付きを支援することについ

ては，電子化することによりデータの並べ替

え，グラフ化，抽出などを支援する．それに

より，６つの職業領域ごとの自信度や興味度

を理解し，自分の職業意識に対する気付きを

深めることができる． 
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3.2 基本機能 

 システムを支援する基本機能は記録機能と分

析機能である． 

記録機能は VRT カードのカードソート方式にお

けるメリットを損なわないように画面に職業名

が１つずつ表示される．それを利用者が自信度

に応じて振り分ける形とする．また振り分ける

際にかかった時間を一枚ごとに記録し，どのよ

うな職業において選ぶのに時間を要したかを表

示する．同様な振り分けを興味度についても行

う． 

分析機能においては VRTカードの手順と同じく

「はい」「どちらでもない」「いいえ」を選択

した数を職業の領域ごとにカウントする．そし

て振り分けられたデータにおいて「はい」「ど

ちらでもない」「いいえ」「はい+どちらでもな

い」「どちらでもない+いいえ」のそれぞれの偏

り(分化度)を表示する．そのいずれにおいても

ワンクリックでレーダーグラフを作成できるよ

うにすることにより利用者のデータからの気付

きを支援する． 

3.3  プロトタイプシステムの実現 

Excel VBA を使用し，プロトタイプを作成した．

記録機能の実現画面を図 1に，分析機能を図 2に

示す．記録機能はカードの振り分け，開始時間

と終了時間の記録・表示，分析機能は領域ごと

のカードの枚数のカウント表示を実装した． 

 
図 1 プロトタイプ(記録機能) 

 

 
図 2 プロトタイプ(分析機能) 

4. プロトタイプのテストと考察 

北陸先端科学技術大学院大学の大学院生 10 名

を対象にプロトタイプのテストを行った．テス

ト参加者に直接プロトタイプを操作してもらい，

横に筆者が立ち会う形式で行った．その際，プ

ロトタイプの機能により，選んだカードの記録，

所要時間を記録した． 

その結果記録にかかった時間は平均 5 分 56 秒

であった．筆者が従来の VRT カードを使い 2人を

対象に検査した際には分類，記録合わせて 20 分

程度の時間を必要としたので，電子化のメリッ

トが伺える．これはカードの分類後の記録が自

動で行われるためと，カード分類のためのカー

ドを並べ直す手作業が不要であるためである． 

また，利用者と検査実施者のコミュニケーシ

ョンにおいてはカードに対する対話が行われて

いた．よって，本システムの利用を理解・評価

するためにはビデオ録画が必要である． 

 提案システムが支援する職業意識の自発的理

解について評価することは今後の課題である．

そのために，完成したキャリア支援システムを

利用した場合と従来の VRT カードを用いた場合を

比較し，提案システムが従来と比べてどのよう

に職業意識の気付きを支援できるか調べる必要

がある． 

 

5. おわりに 

VRT カードを利用したキャリア開発支援システ

ムの提案を行った．またプロトタイプ開発とそ

のテストにより，その長所の一つである検査の

効率化を実現できた．一方，分析機能において

どの程度利用者のデータに気付きを支援できた

かを調べることは課題である． 

今後は，全ての提案機能を実装し，評価実験

を行う予定である． 
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